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1．序論 

 人々の生活を把握することは，都市計画

などの行政サービス，マーケティングや個

人向けサービスの最適化など様々な分野に

おいて重要である．しかし，大規模で信頼

性の高い生活に関する調査は，コストが高

い．しかし近年，GPS 機能付き携帯電話端

末などのモバイル端末が普及したため，

人々の行動や生活に関する情報を，紙媒体

のアンケート調査と違い，リアルタイムに

取得し，かつ長期間にわたって蓄積するこ

とができ，大規模解析が比較的低コストで

可能となった．モバイル端末は個人の動き

に関する情報を収集可能であり，その解析

は個人向けサービスの構築および組織や社

会の動きの予測や社会的なアプリケーショ

ンへの応用が期待されている． 

携帯電話端末によるデータからの個人の

行動を解析するには，まず人の行動，つま

り生活のパターンの仮説生成やモデル構築

が必要である． 多くの研究が開始されてい

るが，研究は大きく二つに分けられる．一

つは移動履歴情報を予測可能性，繰返し性

という観点から分析し，「人の行動は多様に

見えるが，予測可能である」といった結論

を導こうとするもの1,2であり，もう一つは

個々の移動履歴情報から活動の内容や移動

の方法を推定しようとする研究3,4である. 
また，個人の生活パターンは属性の似た集

団内で類型化できるという報告5があるが，

特定の属性を持つ少数の集団が対象となっ

ている．したがって，より大規模な人数で，

属性のバリエーションが多い集団では，生

活パターンがどのようにばらけるのか，そ

してどの程度類型化できるか研究すること

は意義がある． 
 
2．目的 

移動履歴から対象者の行動文脈解析および

生活パターン解析は数多く行われている．

しかしながら，実際の個々の携帯電話利用

者が送った様々な生活には，どのような種

類・パターンがあるのか，それらの生活が

移動履歴および携帯電話で収集されるデー

タにどのように表れるか明らかではない． 
そこで，本研究では，1 年間という長期

間にわたる携帯端末の移動履歴を用いて，

対象者の生活パターンがどの程度分かるの

か，そしてどのような生活パターンがある

のか探索的に分析し明らかにすることを目

的とする． 
 
3．分析の枠組み 

GPS 付き携帯電話から得られた全国の



5020 人の一年間にわたる移動履歴情報を

用いた．この移動履歴収集システムでは，

携帯電話が加速度を検知したときに位置情

報測位が始まる．つまり位置情報測位点が

あるということは，ユーザが携帯を身に着

けたうえで移動を含む活動を行っているこ

とを意味する．この位置情報測定頻度を活

動量と定義した． 

活動量の時間帯別分布からユーザの活動

パターンを出し，平日と休日ごとの年間の

平均生活パターンを類型化した．そして，

その類型パターンは，活動圏の空間的広さ

からどのように特色づけられるのかを明ら

かにした．それに加えて，各個人の日々の

生活パターンがどのくらいの類型数で記述

されるのか，滞在場所にはどのくらいの繰

返し性が存在するのかを明らかにした． 
 

４．年間の平均生活パターン分析 

 5020 人から 1000 人を無作為抽出し，彼

らの平日と休日ごとに年間の平均活動量の

時間帯別分布から，生活パターン類型化し

た． 

 まず，平日の活動量の時間帯別分布をギ

ャップ統計量で最適クラスタ数を求めたう

えでk-means法でクラスタリングしたとこ

ろ，11 クラスとなった．同様に，休日は 9

クラスとなった．これらのクラスを 5 つの

グループに類型化した． 

平日のグループは以下の通りである． 

１） 夜間に活動する『昼夜逆転型』 

 

２） 朝定時に出勤する『固定勤務型』 

 
３） 朝定時に出勤したのち移動を含む

活動が持続する『日中外回り型』 

 
４） 1日の移動および活動が少ない『低

レベルの活動型』 

 
５） 1日を通して移動や活動が多い『非

定時活動型』 

 
休日のグループは以下の通りである． 

１） 夜間に活動する『昼夜逆転型』 

 
２） 日中に活動する『日中活動型』 



 
３） 夕方に活動のピークが来る『夕方

中心活動型』． 

 
４） 日中に少しの移動と活動が見られ

る『低レベルの活動型』 

 
５） 1日を通して移動や活動が多い『非

定時活動型』 

 
これらの類型化は総務省が行う『平成 23

年度社会生活基本調査』6における時間帯別

の行動者率の推移からも読み取れる． 
 移動履歴から明らかになった上記の生活

パターンにおいて「日中働き，深夜在宅」

という生活モデルのもとで推定された自

宅・勤務地それぞれの滞在時間をみたとこ

ろ，『昼夜逆転型』のユーザは自宅推定の精

度が低いと推察された．また，『日中外回り

型』も勤務地が 1 か所という仮定では勤務

地推定精度が低いことが推察された．した

がって，移動履歴から自宅・勤務地などを

生活に密接にかかわる場所の推定には，ま

ず，ユーザの活動の分布が夜間なのか日中

なのかといった生活パターンの分類情報が

必要である． 
 次に，類型パターンを活動圏の空間的広

さから特徴づけた．類型パターンごとにユ

ーザの 1 日の活動圏の広さがどのように分

布しているか比較した．結果，平日の『固

定勤務型』と『低レベルの活動型』は一定

のエリアに集中して生活を行っていること

が分かった． 
 
5．繰返し性に着目した個人の日々の生活パ

ターン分析 
 個人の一日一日に着目し，個人がどのよ

うな「一日」を繰り返しているのかを明ら

かにすることを試みた．つまり各個人の

日々の生活パターンがどのくらいの類型数

で記述されるのか，滞在場所にはどのくら

いの繰返し性が存在するのかを明らかにし

た．5020 人を対象とし，図 1 から日々の生

活パターンの類型数が 6 パターンのユーザ

が一番多いことが分かる． 
 

 
図 1：日パターンごとの人数 

 
つぎに，平日と休日の過ごし方が一致す



るかしないか，平日の生活パターンごとに

違いがあるか分析したところ，必ずしも明

確な結論得られなかったが，『固定勤務型』

の人々は休日と平日の生活パターンの間に

比較的はっきりした差異が見られた．これ

は，NHK 放送文化研究所『2010 年国民生

活時間調査』7の職業別の休みの曜日に関す

る調査報告に沿っている．また，反対に，

『低レベルの活動型』の人々は休日と平日

の生活パターンに差異がないことが多い．

『低レベルの活動型』の人々の 1 日を過ご

すエリアが狭いことを考えると，主婦など

の人々がこのグループに分類されていると

考えられる．したがって，平日と休日の過

ごし方の違いは，ユーザの職業および雇用

形態に依存する．平日と休日の過ごし方に

よって，ユーザのこれらの属性がある程度

推定できる可能性がある 
滞在場所については，ほぼ 95％の人が 1

から 3 メッシュ（1km 四方）の空間で滞在

時間（移動に要している時間を除く）の 8
割以上を過ごしており，滞在時間が長い場

所の数が少なく，同じところ行ったり来た

りしていると考えられるが，『非定時活動

型』のユーザは，滞在地が広範囲に散らば

る．  
 

6．まとめ 
平日と休日の生活パターンの違い，滞在

場所の繰返し性の観点から，各類型がどの

ように特色づけられるのかを明らかにした． 
生活パターンによっては，同一パターン

に属する人の勤務形態などが似通っている

グループがある．そして，生活パターンご

とに一日の過ごし方，休日の過ごし方，ユ

ーザが活動しているエリアの広さに相対的

な差があることが分かる． 
もしどのくらいの生活パターンが存在し

ているか事前にわかっていれば，そのパタ

ーンごとに分析の方法や推定のアルゴリズ

ムなどを適切に選択することができる．本

研究は，多量・多様な移動履歴データを分

析し，どのような生活パターンが存在する

のか，どのような特徴を持っているのかを

明らかにすることで，生活モデルの構築の

試みであると言える 
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